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韓国研修旅行 を終 えて

信州大 学大学院人文科学研究科2年 斎藤有紀恵(言 語文化専攻)

 訪問前私は少 し緊張 していた。歴史教科書問題、靖国神社参拝問題 な ど日韓を取 り

巻 く環境 の変化 に必要以上に反応 し、前回の訪問で近 く感 じられ るよ うになった韓 国

が少 し遠 くなった気が していた。しか し空港で温かい歓迎 を受けた時その不安は消え、

滞在 していた1週 間は とて も充実 した もの となった。 カ トリック大学校 との交流の中

で様 々な ことを経験 し、学び、得ることができた と思 う。以下、今回の訪問で得た こ

とを 日本語教育 と交流 とい う2っ の点か ら述べたい と思 う。

 まず 日本語教育 についてだが、私は韓国の 日本語教育を実感的に理解す ることを目

標 としていた。特 に 日本語 学習の動機 ・背景 ・今後の展望についてで きるだ け多 くの

人 と話 したい と考 えていた。カ トリック大学の学生達 はとても積極的で初 日か ら多 く

の学生 と話 をするこ とがで きた。 しか し初対面 で突然 このよ うな質問 を投 げかけて も

相手は困惑 して しま う。交流を進める中で 「誰 に、何 を、 どんな 日本語で闘 くか」を

慎重に判 断 しなが ら質問す るよう心がけ、できるだ け自然な会話の流れの中で、相手

が答 えやす い環境 を作 りなが ら話す ことを課題 とした。 この点でカ トリック大学校 の

先生方 と学生 との会話を 日常的に聞 くことができたのは幸いであった。先生方は授業

中のみな らず普段 の会話 において も平明な 日本語で話 されてお り、それは とて も自然

であった。大勢の学生 を前 にしたス ピーチでは誰 もが理解できる日本語で話 されてい

た。 場面や話 している相手 に合わせ た発話 をいかに自然に形成できるか。 この意識 を

持 ち、 さらに誠意 を持って接 した時に円滑なコミュニケーシ ョンが とれ るのである。

日本語 学習の動機 についてはそれほ ど多 くの人に話 を聞くことはできなかったが、 自

分 自身の発話や態度 を反省 し、今 まで意識 しなかった課題を発見するに至った。
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 また韓国語講座受講 もとて も貴重な経験 であった。わずか3時 間であったが、初め

て学ぶ韓国語 を 日本ではな く韓国で勉強 したことは大変勉強になった。それまで学 ん

で きた外国語 はテキス ト上の もので実際使用の場面は限 られていたが、今回の場合教

室 を出た瞬間実際使用の場面に遭遇す る。1か ら覚 えたハングル も少 しずつ読めるよ

うにな り、簡単なあい さっを したときに韓 国語で返事が返って くる。 わか る、使 える

とい う達成感 を 日常的に得 ることができた。その一方で、初級学習者 、非母語話者 と

しての不安 も感 じた。2時 間 目の授業から他 の受講生 との差 にあせ り、3時 間 目では

先生 の話 を聞 く余裕がな くなっていた。大学の外へ 出た時には、言語 によるコミュニ

ケー シ ョンが取れないため一緒にいるカ トリック大学の学生だけが頼 りであった。意

思疎通がで きない ことの不安感 、できることの安心感の両方を持 ちあわせていた。 こ

の感情は外 国語学習者 に共通す るものであるだろ う。常に心にとめてお きたい。

 次 に交流 についてだが、前回同様今回 もカ トリック大学校 の皆 さんの温 かい心遣い

に感謝 したい。初 日の空港への出迎 えか ら始ま り、滞在 していた1週 間常 にご配慮 を

いただいた。本 当にあ りがたい。 当初、私の中には交流に対 して 「何 か して もらって

ばか りで悪い」 とい う受身的な気持 ちが強かった よ うに思 う。 しか し1週 間共に過 ご

し、カ トリック大学校 の皆 さんの姿を見ている うちにそれは変化 していった。睡眠時

間を割 いてまでこの交流週間のために動いて くれた執行部、食事や普段 の交流の中で

自分や韓国 を伝 え、私や 日本 を知 ろ うとして くれた学生達。彼 らは私達に対 し一生懸

命 日本語で話 し、様 々な質問や要望 にも真剣 に応 えてくれた。また、 ソウル市内観光

の際は私の希望をかなえよ うと必死 になって くれた。彼 らとの交流 を通 して受けた分

をど う相手 に返す ことができるかよ り具体的に考 えるよ うにな り、物だけではない心

の交流 が大切だ と実感 した。そ して会話や行動一っ一っを心から楽 しみ、 日本語使用

の相 手 とな り、感謝 と誠意 をもって彼 らと行動できるよ う心がけた。

 交流をす るとは何か して もらうこ とではな くお互いに理解を深 めてい くことであ る。

その ことを今回の研修旅行で再認識 した。 自分の母語 ・母文化 に対す る認識 を深め伝

えると同時 に、韓国の母語 ・母文化への興味が更 に広がった。前回 もあわせ2回 の交

流で、韓 国をより身近に感 じるよ うにな り、知 り合 うことができた彼 らの ことをもっ

と知 りたい と思 うよ うになった。 とても有意義な1週 間であった と思 う。

 最後に、 「韓 日国際親善交流週間」を設け、私達 を快 く受け入れて下 さったカ トリッ

ク大学校 の姜錫祐先生、李先生、津崎先生 、中野先生、そ して我々に貴重な機会 を与

えて下 さった沖先生 に感謝 申 し上げます。先生方 の御尽力があって初 めて この研修旅

行、交流週 間が実 りあるもの となった と実感 してお ります。また、カ トリック大学校

の皆 さんや家族の方 々、そ して参加 した全ての人々のおかげで楽 しく有意義 な1週 間
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を過 ごす ことができま した。本 当にあ りがとうございま した。

韓国研修旅行 を終 えて

信州大学 大学院人文科学研究科1年 李嗜濠(言 語文化尊攻)

1.目 的

 今回の韓国の研修旅行は二つの 目的を持って臨んだ。一つは、 日本語教育が行われ

ている大学の教育現場 を直接 見学す る機会をもつ ことであった。 も う一つは、 日本語

を勉強 している学習者であれ ば誰 もが一回 くらいは考えたことがあると思われる 日本

留学について、どの ような考えを持 ってい るのか話 し合 う機会をもつ ことであった。

詳 しく言 えば、韓国の研修旅行 を通 じて韓国の 日本語関連学科では どのよ うな日本語

教育が行 われてい るのか、また、学習者 は 日本語または 日本 とい う国をどの よ うに考

えているのかな どについて観 奈 と質問で把握す ることにした。 自分が大学教育を受け

ていた当時 となにが どのよ うに変化 したか、また教育環境 は改善 されているか どうか

な ども見てみたか った。そ して、 日本留学 を希望 してい る学生たちには留学 の先輩 と

して 自分 の経験 を含 めて色々有益な情報 を詳 しく提供 しよ うとした。

2.韓 国のカ トリック大学校へ

一年半ぶ りの帰国であった
。今回の研修旅行は馴染みの金浦国際空港でな く仁川国際

空港か らの入国であった。そ こか ら一週間の 日程 がは じまった。空港ではカ トリック

大学校の先生の方 々や学生た ちの皆 さんに歓迎 されて うれ しかった。特 に、美先生の

上手い運転のお陰で晩秋の山野 を吟味す ることができた。運転席が左にあ り車が 日本

と反対側 に走 っていることが瞬間的におか しく感 じられ たがす ぐ慣れてきた。

 カ トリック大学校 は韓国にいた ときか らその名前 は聞いたことが あるため覚えてい

るが、行 った ことはなかった。 キャンパ スは ソウル にある と覚 えていたのに富川にキ

ャンパ スが あって、不思識 に思った。後で学生に聞いて見 たところ、幾つかのキャン

パスがあ りその中の一つが富川 にあるとい うこ とであった。カ トリック大学校は研修

院 とい うところ以外にはほぼほかの大学 と似 ていた。韓国には校 内にこのよ うな立派

な施設 があるところはあま りないようである。男性 とい う理由で広 くて立派な部屋一

つ を個人用 としていただいて恐縮であった。

3,見 学

3.1授 業見学

 津崎先 生の授業時間に行われた ミニ ドラマは非常に印象 的であった。内容そのもの

が新鮮 であって参加 した学生たちの演技 もすば らしかった。そこまで上達す るために

は数十時間の練習や数多 くの試行錯誤があった と思われ る。単純に 日本語 を覚 えるこ
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とではな く、登場人物の性格や ス トリーの流れ、場面の把握などができていなけれ ば、

あの ようなすば らしい演出はぜったいできないだ ろ う。そ うい う意味で評価 され るの

に十分 な授業だった とい う気が した。

3.2韓 国語学習体験

 カ トリック大学校の4年 生が指導す る韓国語講座 に参加 させていただき、たいへん

勉強になった。韓 国人が韓国語の学習体験す るとい うことが変に思われ るかも知れな

いが、人 の教 え方を見 ることも大事な勉強 だ と思い躊躇 なく韓国語講座に参加 させて

いただいた。 あい さっ言葉 くらい のことしか話せ ない外国人に韓国語 を教えることは

あま り易 しくことではない。 しか し、鄭先生の分 か りやすい説明で信州大学生たちの

韓 国語の発音 はだんだん よくなった。個人夫 々の発音 を聞きなが ら訂正 した り一緒 に

発音 した りす る郷先生 の易 しい授業が印象 的であった。何 よりもハ ングル を覚 えよう

と した信 州大学生たちの熱意 が熱 く感 じられた授 業だった と思 う。鄭先生に心か ら御

礼を申 し上 げます。

3.3日 本語 のスピーチ大会

 日本語 のス ピーチ大会に参加 した16名 の学生全員が本 当に頑張った と思 う。参加者

の一人で あった執行部のAさ んは徹夜 した ような顔付 きで当日の朝までスピーチの原

稿を読んでいた。その姿か ら昨年末の 自分のこ とが思い出された。 ちょうど一年前、

mタ リー クラブ主催 で行われた外国人留学生のス ピーチコンテス トに参加 したこと

が あった。 当時、チ ュー ターの斎藤 さんに原稿 をみていただきなが ら数 日前か ら数十

回 を繰 り返 して練習 した。前 日の よる遅 くまで練習 していた自分がまさにあのAさ ん

の姿であった。私 は審査委員ではなかったが、 自分な りの観点か らスピーチに耳を傾

けた。 よく聞いていた ら、緊張のせいだったのか、 ある発表者 は所属 と名前 を言 うこ

とも忘れ たまま発表 した こともあった。 ロー タ リー クラブでの発表の とき 自分がそ う

だったか も しれない。今回のス ピーチは学年の レベルの差はあったものの、低学年は

低学年な りに、高学年 は高学年な りの 日本語で素晴 らしい 自己表現ができた と思 う。

入賞 した参加者 には祝賀の拍手を、入賞できなかった人には激励 の拍手 を送 りたい と

思 う。経験者 は言えるのではないか、その喜びを!そ して、その悔 しさを!

4 おわ りに

 今回の韓国研修旅行 の反省会で私は 「わが国の韓国か らわが家 の松本に無事に帰 っ

てきて非常 に うれ しい」 と皆 さんに御礼 を申 し上げた。 このあい さっには色々な意味

があるが、何 よりも冷却 された 日 ・韓関係 によ り政府機 関はもちろん民間団体 との交

流 さえ断絶 され た厳 しい状況やテ ロの恐れがあった時点で、韓国研修旅行が無事に終

わって大変 うれ しかった。今回は、信州大学の韓国人留学生 として前で言及 した二つ
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の 目標 を持 って研修旅行に臨んだが、 目標 以上の成果があった と思 う。

 反面、惜 しい ところもあった。一週間のスケジュールがハー ドであることは十分分

か るが、一回 くらいは 日 ・韓親善スポーツ交流会があって もよさそ うな感 じが した。

スポー ツ交流会 を通 じて親睦 を図ると共に心身のス トレスも解 消 されれば、異文化間

のコ ミュニケーシ ョンがもっ と上手 くなるに間違 いないか らである。

 終わ りにあた り、このよ うな貴重な機会 を与えてくだ さった沖先生をは じめ、カ ト

リック大学校の先生方々、大学関係者の皆 さんにも心か ら御礼を申し上げます。そ し

てカ トリック大学校学生の皆 さん、特に執行部の皆 さんには心か ら感謝の気持 ちを申

し上 げたい。信州大学の 日本語教育学の学友 と トリック大学校の 日本語 日本文化の学

友 との友情が益々深まるこ とをお祈 りいた します。 あ りがとうございま した。

韓国研修旅行 を終 えて

憺 州大学人文学部4年 石田舞子 (團塞語教育掌専攻)

1.は じめに

 今回 の研修旅行は、沖研究室に とっては2回 目であるが、私 自身に とっては初めて

の韓 国訪 問 となった。訪問先のカ トリック大学校では、 日本語教育の実習 をさせてい

ただ くことになっていたので、何 ヶ月 も前か らそのことで頭がいっぱいだった。自然、

最大の 目標 は実習 を成功 させ ること、となっていた。 も う一つの 目標は、自分 とは異

なった文化的背景を持つ人 々と接触 できるよい機会なので、積極的に話を し、視野を

広げ るとい うことであった。

 一つ 目の 目標 については、 もう一つの レポー トで詳 しく述べたい。二つ 目の 目標に

ついてだが、はた して 自分の視野が広がったか どうかは、正直な ところ、はっき りし

ない。 しか し、一週間の研修で経験 したさまざまな出来事か ら得た物 は大きいと思 っ

てい る。時間の流れ に沿って一つ一つの出来事について述べたいところだが、紙幅の

関係 上、その うち特に印象に残ってい る二つを取 りあげて感想 を述べていきたい。

2.ス ピーチ コンテス ト

 研修旅行2日 目にカ トリック大の学生たちによる日本語ス ピーチコンテス トが行わ

れ た。私 も、五人の 日本人審査員の一人 として参加 させ ていただいた。

 学生 たちが真剣 に発表す る姿を見ていると、全員 に一位 をあげたい とい う気持ちに

なった が、審査 をす る以上 、順位 をっけなければな らない。表現の豊か さ、発音の自

然 さ、内容の趣深 さな どを基準に して点数をつ けていった。短時間で行 わなければな

らないため、私 にとって非常に難 しい作業であった。審査員で話 し合 って順位 を決定

す るのも時間がかかった。
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 コンテ ス トが終 った後で思ったのだが、点数 をつけて審査 をす るとい うのも評価の

一っである
。評価 は 日本語教師にとり大切 な活動だ と知ってはいたが、授業の計画や

実践ほ どには注 目していなかった。 しか し、審査員 として評価す る立場になってみて

そ の難 しさを知 り、授業 の計画 と同 じくらい、よくよく考えた上で行わなければな ら

ない活動ではないか と感 じた。

3.市 内観光 ・ホームステイ

 研修期間のちょ うど真 ん中である10月31日 にソウル市内観光、そ してホームステ

イ が行われ た。 ホームステイはそれぞれのパー トナーの家でさせて もらえることにな

っていた。

 市内観光 は、私 と私のパー トナーのチェ ・ユンナ さん と、於本七瀬 さん とそのパー

トナーのキム ・ミョンジン さんの四人で、ゆっくりと回った。買い物 を した り、お茶

を飲みなが ら話 してい ると、 日本人、韓国人 とい う差 より、同世代の友達 とい う一体

感 を強 く感 じた。韓国 を訪れ るまでは、話 があ うのか どうかといった心配 もしていた

が、それは無駄な不安だった といえる。フ ァッシ ョンのこと、好 きな音楽の こととい

った若者文化の話か ら、日本語 と韓国語の違いの話 まで、いろいろ話す ことができた。

 ユ ンナ さんは、話の途中で聞いた ことがない言葉が出ると、必ず メモを とり、 ど う

い う意味か私に質問を した。その姿を見て、外国語 を学ぶ時には、その言語 に対 して

貧欲 であるこ とが大切だ と思 った。

 ホー ムステイはたった一晩ではあったが、貴重な体験であった。韓国の人 々、特に

我々の両親や祖父母の年代の人々に とって、 日本人 はあま りよいイ メージがないので

はないか と思っていたが、ユ ンナ さんの御両親はそのよ うな様子をまった く見せず 、

私 を温か く迎 えて くだ さった。 お土産を紹介 した り、持 っていった写真 を見せなが ら

い ろいろお話す ることができて本当に楽 しかった。 お二人は私に 「今回の訪問で韓 国

に良い印象 を持って くれた ら嬉 しい。また韓国を訪れる時には、うちに来て ください。」

とい う趣 旨のお言葉 をくださった。この言葉を聞いて、感謝の気持ちが湧 き起 こった。

そ の気持 ちをあ らわす ために、私はこれか ら何 をすれ ばよいのだろ うか。それを考 え

るこ とが私の課題であ る。まず は、韓国について もっ と知 り、韓国語 も学びたいと今

は考 えてい る。

4.来 年 に向けて

 カ トリック大学校 と信州大学の交流 はこれで終わ りではない。来年、再来年 と続い

てい く。 交流が途切れ ないよ うにするためにも、我々は何をすべ きか考 えなけれ ばな

らない。

 事務的なこ とをい うと、連絡をきちんと取 り合 うことが大切である。今 は電子メー

                  31



ル が使 えるので、ず いぶん と楽になったが、文字だけのや りとりなので、多少の誤解

や 間違いが生 じることもあるだ ろ う。その間違いがあとで大事 とな らない よ う注意 し

なければな らない。何が決定 してい ることで、何 がはっき りしていないのか。現状認

識 を連絡係 だけでな く、訪問団全員が常に把握 しているとい う状態が理想的であろう。

 公式 な連絡だけでな く、友人 としてメール をや りとりし続けることも大切である。

個人 と個人のつなが りが深 まることで全体の交流 もより活発になるのではないだろ う

か。

5.お わ りに

 研修旅行 中、カ トリック大の先生方や学生たち、ホームステイ先の御両親 など、た

くさんの人 々 と話す機会があった。積極的 に話か けることができたのには満足 してい

るが、ほ とん どの状況 において 日本語で話 していたために、異文化 間交流 とい う意識

が薄 くなって しまった。それは、周囲が 日本語で話 して くれ ることに私が甘 えていた

か らである。 また、 日韓両国間の歴史認識の問題について も、 自分な りの考 えはま と

めていたものの、自分 か ら言い出すのが怖 く、結局話 し合 うことはなかった。しか し、

このよ うな問題か ら目をそむ けていてはいけない。お互いに理解 を深 め、真 の友人 と

なるためにはいつか語 りあわなければならないこ とだ と思 う。そのために勉強するの

は もちろんの こと、忘れてはな らないのは相手の気持ちを思いや ることである。相手

の気持 ちを完全に理解す ることは不可能だが、思いや るとい うことは誰にで もできる。

あ とは、その思いや りの気持 ちを どう表す か とい うことで ある。 この ことは常に心 に

留めてお こ うと思 う。

 最後に、姜先生をは じめ、お世話になった諸先生方、そ して学生 の皆 さんに この場

を借 りてお礼を申し上げます。本 当にあ りが とうございま した。

再び韓国 を訪れて

信弼大学人文学部4年 禁本七瀬(日 本語教 育学馨攻)

 今 回の、韓国カ トリック大学校への訪 問は昨年の3月 に続いて2回 目であった。前

回 と同様 に、姜先生 をは じめ とす るカ トリック大学校 の先生方、学生の皆様の温かな

歓迎 を受 けて大変感動 して しまった。空港か ら車で移動 していたときに、道路の標識

に して も、空気に して も日本 と大きく変わ らない風景を見て、本 当に別の国 に来たの

か と疑って しまった。気温 も、松本 より暖 かい くらいで とても心地 よかった。いっか

見た記憶 のある景色 を眺めなが ら、実に リラ ックス してい る自分 に気がついた。そ し

てそんな気持 ちの良い状態は1週 間変わ る事 はな く、毎 日充実 した生活 を送 ることが

出来た。
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 今回の訪問では滞在期間が長かった為にそれだ けカ トリック大学校の学生 と接す る

時間が多 く、沢山話をす ることが出来たのが嬉 しい ことであった。毎朝学生の方 に連

れ られて、朝食は学食 で とった り、大きな図書館の中や、留学生の為の寮内を見学 さ

せていただいた りと、韓国の大学生の生活 を見せていただけたことがとても新鮮 で良

かった。 これ も、大学の中にある研修院で宿泊 させていただけたおかげだ と思ってい

る。図書館の 中ははとても広 く、蔵書やパ ソコンな どの設備 も充実 していた。留学生

の寮 も清潔 で何 より学校 の敷 地内にあ りインターネ ッ トやメール も出来 るようにパ ソ

コン室 もあるなど、気持 ちよく勉強す るのに最も適 した素晴 らしい環境であった と思

う。

 前回の訪問 の時 と同 じく、信州大学の学 生一人 に対 してカ トリック大学校 の学生一

人がパー トナー として付いて くれ た。前回 との大きな違いは、そのパー トナーの 自宅

にはホームステイす るとい う機会 が与えられた ことだった。韓国の同年代の人々 と接

触するこ と自体 とても重要な事であ り、お互いの未来に とって とても大 きな意味のあ

ることだ と考 えて臨んだ今回の韓 国訪問であったが、ま さか韓国の家庭 にまで入れ る

チ ャンスが巡 って くる とは思 っていなかった。私のパー トナーになって くれたのは、

偶然にも前回のパー トナー と親 しくて、私 とも仲良 くなったキム ・ミョンジン とい う

方であった。彼女 とは嬉 しい再会を果た しただけでなく、今回のパー トナー として更

に親睦を深めることとなったのだ。 ミョンジンは、去年1年 間、私の前回のパー トナ

ー と共に 日本に語学留学 した経験 があ り、 日本語がか な り上達 していて驚か された。

日本のファ ッシ ョンや、若者 の流行 に対 して とて も興味がある様子だった。彼女の 日

本語能力がかな り高かった こともあって、私たちの話題 は、 日本語 と韓 国語の指示詞

の相違についてや、擬i態語擬音語の表現な どにまで広がってい って、充実 した会話が

出来た。 また、彼女の ご家族 にお会い して、温か く歓迎 していただいた ことに も胸が

いっぱいになった。ただ、時間が短す ぎて、十分お話 が出来なかったのは心残 りで あ

った。 しか し、お母様が、「今度は妹 さん も一緒に、また必ずい らっ しゃい。あかす り

もしてあげる し、私 とゆっ くりとサ ウナに入 ろ う。今 回出 してあげ られなかった私の

手料理 も食べて もらいたい。」 とおっ しゃっていただけた事が忘れ られない。もっと韓

国語 を勉強 して、少 しでも相手の言語で コミュニケーシ ョンが取れ るよ うになって、

必ず またお礼 も兼ねて訪れたいと思 う。

 2回 目の韓国訪問の私に とっての大きな 目的のひ とつ として 「再会」が あった。私

が2年 生の時 に出会 った学生は、私 と同 じよ うに4年 生になっている方が多かった。

みんな落 ち着 いた様子で、 とて も頼 もしい印象を受 けた。彼女たちは、卒業論文の提

出が迫 っていてとても忙 しく、残念なが らほとん ど顔 をあわせ ることがなかった。 し
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か し、忙 しい時間を割いてわ ざわ ざ宿泊施設 にまで足を運んでくれた り、空港 にまで

見送 りに来て くれ るなど して くれて、本当に感激 した。

 前回の訪問の際、私 は初めての韓 国とい うことか らくる緊張 と、食べ物の変化 とい

う理 由か らか、体調を崩 して しまった事が あった。正直に言 うと、何 よ りも訪問期間

中の体調 に不安 を抱いていた。だが、実際 に韓国へ訪れてみる と何で も美味 しく戴け

た し、そんな心配 を していたことも忘れて しま うほ ど調子が良かった。滞在 させてい

ただいた1週 間、 とても リラックス して気持ちよく生活できたのは私たちを歓迎する

為に本 当に一生懸命 になって下さったカ トリック大学校の皆様のおかげである。心か

らお礼 を申 し上げたい。前回 と同様今回の訪問の際 も、 日本か らのお土産 として 「松

本手鞠」 を用意 していき とて も喜んでいただいた。 私達 日本の信州大学 と、韓国のカ

トリック大学校は正式に姉妹校 として結ばれた。毎年毎年 、模様の違 う 「松本手鞠」

が一っ一っカ トリック大学校に飾 られてい くのだ ろ うと思 う。温かいこの関係 が、末

永 く続いてい くことを心か ら願 っている。

韓国研修旅行配

儒州大学人文学部4年 城聞友美 (日本語教育学馨攻)

 2001年10月28日 か ら11月3日 にかけての一週間、沖裕子教官 とともに我 々日本

語教育学専攻学生は韓国 ・カ トリック大学校 を訪問 した。総勢13名 の研修旅行である。

昨年に引き続 き、韓国 ・カ トリック大学校訪間は二回 演であるが、今回 は韓 日国際交

流週間で、特 に四年生は実際の授業で 日本語教育実習を させていただ くとい うまたと

ない機会 を得 ることができた。

 旅行 の前 には十分 に体 を休 めてお くべ きだったが、今回の旅行では学生代表 とい う

緊張 もあってか寝不足のままバスに乗 り込み名古屋空港 を 目指 した。約三時間後、名

古屋空港 に到着。ASIANA OZ 121便 に乗 り込む と、とたんにまわ りは韓国モー ドへ と

切 り替わ る。その空気 を感 じ、「また韓国にいけるんだ!」 と胸が高鳴 った。そ してあ

っ とい う問に ソウル仁川国際空港に到着す るとす ぐ、ゲー トの向 こうに懐か しい姜先

生 と中野先生のお顔 を拝見す ることができた。今年 は、李先生と学生代表の柳 さん と

李 さん も歓 迎の幕 を持 って迎 えて くだ さった。乗 り物酔いで気分が悪かった私の荷物

を学生代表 の二人がそっ と持ってくれた ことに、到着そ うそ う胸が熱 くなった。

 夕方にはカ トリック大学校 ・研修院に到着 した。以前 と変わらず美 しい学校である。

そ して夕食 は先生方、学生の皆 さんと共に焼肉を食べた。 「韓国では食文化を存分に満

喫 しよ う!」 と密かに意気込んでいたが、あいに く乗 り物酔いで存分に食べることが

できなか った。 しか し、翌朝には張 り切 って学生の皆 さん と大学内食堂で朝食 をいた
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だいた。そ こで飲んだ トマ トジュースの美味なこと!食 塩入 り トマ トジュース しか知

らない私に とって韓国のフルーテ ィな トマ トジュースは実に新鮮 であった。

 国際交流課訪問では、郭国際交流処長が信大生一人一人に記念品 を手渡 してくだ さ

った。周 りを見渡す とカ トリック大学校が交流す る世界各国の大学紹介 があ る。その

中か ら信州大学の名 をみつけた瞬間、今回の訪問に参加 できたことを誇 らしく思 う気

持 ち と嬉 しさが湧き上がってきた。

 メイ ンイベ ン トである 日本語ス ピーチ大会での16名 の発表は、一人一人のス ピーチ

す べてが心 に響 いて くるものであった。津崎先生 ご指導によるミニ ドラマ発表会 も含

めて、カ トリック大学校の 日本語 ・日本文化専攻の皆 さんの熱心な勉強ぶ りが うかが

えた。 その後の歓迎会 では じめてホームステイパー トナーが発表 された。パー トナー

の李恩周 さんは副専攻で 日本語 を学ぶ とても素敵な人だった。

 交流週 間では、韓国語講座 も開催 され、カ トリック大学校四年生の鄭 さん、沈 さん

のお二人 が丁寧に韓国語会話 を教 えて くださった。 ここで覚えた挨拶をホームステイ

ファミリーの前で早速披露す るととても喜 ばれ、私 自身 も大満足であった。

 パー トナーである李恩周 さん との 自由行動は、特に思い出に残っている。私が 「韓

国の女 の子のス トレー トヘアは素敵だね」 と言 うと、彼女は梨大でも有名な美容室に

連れて行 きそ して美容師の方に私が 日本人であることを伝 え受付を して くれた。その

後私は恩周 と離れ、いきな り日本語 の通 じない世界へ と足 を踏み入れて しまった。椅

子の上で身動 きが とれ ない私 は不安で仕方がない。周 りにはこんなに人 がい るのに孤

独感だけが私 を支配 してい る。言葉 が通 じない とは こんなにも不安 なものだ ったのか

・。ふ と私 は恩周の ことを思った。先 日のス ピーチ大会で彼女 は、慣れ ない 日本で最

初 はずっ と孤独だったが不安だ らけの自分 を一人の 日本人が声 をかけて救って くれた

と発表 していた。結局、私の韓国美容室初体験は数時間で終わ り、恩周がす ぐ近 くに

いて くれ たのでその孤独感 もす ぐに消えたのだが、異文化に飛び込むのは思 っていた

以上 に大変だ。恩周 を含 め一人で外国に留学する人の強 さに感心 した。そ してその土

地 で心 を許せ る相手がいる とい うことが どんなに心強 く、安心できるか とい うことを

身 をもって経験 した。 最後 に店の人が身振 りつきで気 に入 ったか とい うようなことを

聞いて きた ときに、「ネー!」 と答 えると互いに笑顔が こぼれた。ここへきては じめて

私 は美容師 さん とコ ミュニケーシ ョンが とれたのだ。最後のほんの一瞬であったが、

とて も嬉 しかった。

 恩周 とは電車の中で も道 中で も喫茶店で も途切れ るこ とな く話 し続 けた。 そこには

韓国 ・日本 とい う国 を飛び越 えた、同世代 の友人 としての二人が存在 していたように

思 う。今回の旅行では、 日本語教育の現場 を実際 にみる とい うこ とが大 きな 目的で あ
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り、実際に素晴 らしい経験す ることができたが、それに加 えて人 と人 との出会い、つ

なが りとい う更に大きい ものを得 たよ うに思 う。再会 した先生方 と友人達、初めて会

った先生方 と友人達。 「この人 たちにまた会いたい、また韓国にきたい」 とい う気持 ち

が前回よ りもさらに強 くなった。今度は同 じような気持ちを是非カ トリック大学校の

学生の皆 さんにも信州へ きて味わっていただきたい。お互いに 「出会 ってよかった、

また会いたい」 と思える、お互いを高めあえるよ うな交流 が今後 も末永 く続 くことを

心か ら願 う。

 最後 に、カ トリック大学校 と信州 大学の交流 とい う素晴 らしい計画を進めてくだ さ

った姜先生、 「リラックス して下 さい!」 と常に私たちを気遣って くださった李先生、

授業面 と生活面での適切 なア ドバイスをくだ さった津崎先生、全てにおいてサポー ト

して くだ さった中野先生、柳 さん ・李 さんを代表に研修院 に泊 り込んでお世話 して く

れた二年生 ・三年生の皆 さん、忙 しい中駆 けつけて くれた四年生、韓国で関わった全

ての人達 に感 謝の気持 ちを込めて御礼 申し上げたい と思います。またこのよ うな国際

交流の機 会 を与えて くだ さった沖先生、同行 していただいた院生の斎藤 さん、李 さん

のお二方、学部生 メンバー全員にも御礼 申し上げます。

韓国翼習 を終 えて

信州大学人文学部4年 申野真樹 (日本語教育学馨攻)

 去年 の春、 も う2年 ほ ど前になるが、私 は先輩た ちに くっつ くよ うに して 「韓国文

化視察旅行」に参加 した。私に とって初めての韓国旅行であった。3泊4日 とい う短

い旅ではあったが、韓国の空気や文化 に触れ、いろんな人 と話を しなが ら多 くのこと

を学ぶ ことがで きた。中でも、カ トリック大学校の学生 と一緒に独立紀念館 を見学 し

たことは、私 に様 々な感情 を呼び起 こした。韓国併合 とい う歴史的事実 を、韓国人の

視点か ら捉 えることができて よかったと思 う反面、多 くの戸惑いや気 まず さも感 じた。

短い時間の中、異文化の土地で、絶 え間な く入って くる多 くの情報 と自分の内側か ら

溢れ出て くる感情を整理す るのは、なかなか大変だ った。 もし、この旅が一人旅で あ

った ら、また、 日本人だけの旅 であったら、心や頭がパ ンクして しまったか もしれな

い。 しか し、そ うではなかった。話 を聞いて くれ る仲間がいた。同 じ専攻の先輩や友

人 、そ してカ トリック大学校の皆 さんがいつ もそばにいて くれたのだった。 この旅で

最 も印象深 く胸の奥に残ったのは、カ トリック大学校の学生の私達 に対す る誠意 と心

遣いだった。

 あれか ら約2年 が経 ち、再び韓国へ行 く機 会を得 た。カ トリック大学校の皆 さん と、

今度 は 「韓 日国際学術交流週間」 とい う名 で一週間の交流 をするこ とになったのだ。
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今回の交流では、カ トリック大学校 の 日本語 日本文化専攻の学生による日本語 スピー

チ コンテス トや、私たち信州大学生による 日本語教育実習、日本語の授業見学、また、

韓国語講座な どが予定 されていた。 日本語教育実習に関 しては、大変あ りがたい機会

をいただいた と思いなが らも、 うま く授業 ができるのだろ うか とい う不安はや は りあ

った。 この実習へ向けて、春か ら少 しずつ準備を進めてきたとはいえ、絶対的な経験

不足 と自分 に対す る自信 のなさか ら、不安 は実習直前までぬぐい きれなかった。 しか

し、そんな不安 を抱 えなが らも、前回の旅 でお世話になったカ トリック大学校の皆 さ

んにまた会 える、また交流ができると思 うと嬉 しく、この旅が とて も楽 しみ に思えて

くるのだった。先に も述べたが、前回の旅行 で受けたカ トリック大学校の皆 さんの誠

意は本 当に忘れ がたいものだった。そ していつのまにか、今度は私がカ トリック大学

校 の皆 さんに 「お返 し」をするんだ、と思 うよ うになっていた。 「お返 し」といって も、

物をあげ ることだけではないだろ う。 日本語 を勉強 している学生に とって、私たちの

訪問はネイテ ィブの 目本語をたくさん聞ける格好 の機 会 となる。 だか ら、彼 らと積極

的に交わ り、た くさん話を しよ う。それが、少 しでもカ トリック大学校の皆 さんへ の

「お返 し」 となれば と考えていた。

 そんな思い を胸 に抱 きなが ら出発 した。名 古屋空港までのバスの中や空港での待 ち

時間、飛行機 の中でも私 は実習の授業案 とにらめっこしていた。正確には、 目をつぶ

ってイメー ジ トレーニングを していたのだが、いつのまにか眠 りに落 ちていたことも

あった。余裕の もてない 自分を情 けない と思いなが らも、実習の ことが頭か ら離れな

かった。そ うこうしている うちに仁川空港に着いた。名古屋空港か ら約2時 間、あっ

とい う間 のフライ トだ った。空港ではカ トリック大学校 の姜先生、李先生、中野先生、

また、学生代表の リュ さん と副代表のイ さんが迎 えに来て くだ さっていた。前回に引

き続 き、 「カ トリック大学へ ようこそ」 とい う立派な幕 を持っての大歓迎ぶ りに、早 く

も感動 して しまった。韓国は、思 ったよ りも暖か く、なん とな くほっ とした。実は、

人一倍寒 いのが苦手なのだ。そ して、車に乗せて もらうこと約1時 間、いよいよカ ト

リック大学校 に到着 した。 その 日の夕食会では、焼 き肉や冷麺をごちそ うになった。

何かを始 める時の緊張 と不安 、そ して同 じくらいの期待 が入 り混 じった不思議な気持

ちで初 日を過 ごした。

 それか らの一週間は、忙 しくも充実 した 日々を過 ごした。2日 目の 日本語スピーチ コ

ンテス トでは、初対面の学生なのに、その内容 に共感 を覚えた り、彼女たちの 日常が

感 じられ た りして、彼女たちを とても身近 に感 じることができた。おかげで交流をす

るにあた ってのいいス ター トがきれたよ うに思 う。さらに、3日 間に分けて行 われた韓

国語講座 では、ほぼ初心者の私た ちにとても分か りやす く、そ して楽 しい授業を して
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いただいた。そこで教わった挨拶表現や、単語 をす ぐに実際使用できるとい う環境が、

韓国語 に興味を もたせ、 もっ と学びたい とい う意欲 をかきたてて くれた。 また、 日本

語の授業 を見学 させていただいた ことも、本 当に貴重 な経験であった。 特に、寸劇 を

取 り入れ た授 業には大変興味をもった。非現実的かつ誰 もが知 ってい るような架空の

人物 を役 として与え、それ にな りきることで 中途半端 な恥ずか しさを取 り除き、その

上で様 々な 日本語 の表現 を学習す る。上級の学習者がぶ ち当たる 日本語の壁 を、この

よ うな工夫で乗 り越 えさせ よ うとす る実践例 に触れ ることができ、大変勉強になった。

 そ して5日 目、6日 目には、 日本語教育実習 をさせていただいた。授業 を始める直

前までは緊張 と不安でいっぱいだったが、い ざ授業を始 めてみると、いつのまにか開

き直 って話 を している自分がいた。それでも、準備不足や勉強不足か ら、学習者の質

問 に上手 く答 えられなかった り、段取 りの悪 さで無駄 な間を作って しまった りと、多

くの失敗 をした。学習者 の皆 さんの温かいまなざしや、授業 を見守って くだ さってい

た先生方のフォローに助 け られ なが ら、なんとか無事に終了 した。授業 をす るまでの

不安 と緊張は、授業 が進むにつれ不思議な興奮に、そ して終わった後 は安堵感 と爽快

感 に変わっていた。

 交流期間中は、ほ とん どカ トリック大学校 の研修院で寝泊 りさせていただいた。夜

はオ ン ドルが効いて温かかった。研修院では、カ トリック大学校 の皆 さんの心配 りを

あ りがた く受けなが ら、本 当に気持 ちよく生活 させ ていただいた。そんな中、交流週

間4日 目に、一 日だけパー トナーの家にホームステイをする機会をいただいた。ホー

ムステイパー トナー と、一 日たっぷ りソウル市内 を観光 した後、お宅へお邪魔 した。

実習 の時 と同 じくらいの緊張 と不安 を抱 えていた私を、 ご家族の方は 自然な笑顔で受

け入れ て くだ さった。 た どた どしい韓国語で挨拶 と自己紹介を し、松本 か ら持ってき

たおみや げ(松 本手ま り)を お父 さんに手渡す と、す ぐにテ レビの上に飾 って くだ さ

った。 その後、パー トナーの通訳に頼 りっぱな しではあったが、お兄 さん とお話 をす

ることができた。韓国人 は、仲の良い友人の家では冷蔵庫 を勝手に開ける とい ううわ

さは本 当か、 といった質問か ら、 目韓の抱 えるモ ラル の低下問題に至 るまで、幅広い

話 をした。私に とっては 日本語 を話せない韓国人 とた くさん話 をした初めての経験だ

った。 日本語 を話せ るパー トナーがいなかった ら話 をす ることができなかったと思 う

と、 ことばを習得す ることの意義の大きさを実感 した とともに、 自分が韓 国語を話せ

ない ことに対 してもどか しさを感 じた。

 今 、改めて一週間の交流を振 り返 ると、「忙 しくも充実 した 日々」は、心の忙 しさと

心の充実だったのだ と思 う。実習 を無事終えるまで解けなかった緊張 と不安。ホーム

ステイをす るにあたっての緊張 と不安。しか し、それ と同 じくらい、「楽 しい」とか 「嬉
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しい」 とい う気持ちがあった。それは、何 かを知った り、学んだ りすることに対す る

お もしろさであった。国境や文化 を越えてお互いに理解 し合 えた瞬間へ の感動 と喜び

でもあった。そ して、ただ一緒に街 を歩 くだけで、一緒 にごはんを食べ るだけで、他

愛 もない話 を して笑いあ うだけで単純に楽 しいと思 える瞬間が多々あった。 それは、

誰 か と一緒に何かをす る時に感 じる、人間の普遍的な感情だろ うと思 う。私は、前回

の交流でカ トリック大学校 の皆 さんか らいただいた誠意 を、今回違 う形 で 「お返 し」

しようと思 っていた。いろんな学年の学生 とた くさん話をするぞ、と意気込んでいた。

しか し、実際に皆 さん とお会 い して同 じ時間を過 ごす うちに、そんな意気込みな ど意

識 しな くて も自然 に、 「話が したい」 「もっ と知 りたい」 とい う欲求がわいてくること

に気づいた。また、「お返 し」は一度 に全部返 さな くてもいいのではないか と思えるよ

うになった。 「交流 は、交流期間だけで終わるものではないよね。」これ は、前uの 交

流で私のパー トナーだった学生が、今回の交流の最終 日に手渡 して くれ た手紙の中の

一文である
。お互いに再会を喜び合い、そ してまた別れる瞬間に この手紙 を、この言

葉を手渡 して くれ たのだった。 「相手か らしてもらった ら、す ぐに何かお返 しをしな く

てはいけない」 とい う考 えをほぐしてくれ る言葉であった。長い交流の中で 「返 し返

され」 とい う関係を続 けてい くことが大切 なのかもしれない と教 えられ た。

 日韓 関係には、不幸な歴史に由来す る様 々な問題 があることは確 かだ。歴史教科書

問題や靖国神社参拝問題な どである。それ らのことに真剣 に目を向け、何 が問題なの

か、解決す るためには どうすれば よいかを互いに考 え続けてい くことは とて も大切 で

ある。そのよ うな努力 を続 けなが ら、一方では今回のよ うな学術交流や、そのほか様 々

な民間の交流 も活発に続 けてい くことも大切ではないだろ うか。人 と人が顔 を見て話

し合い、触れ合 うことで得 られ るものは想像以上に多いのだ。今回、カ トリック大学

校 と信州大学の交流に参加す ることができて本当に嬉 しく思 う。最後 に、このよ うな

交流が実現す るまで導 いて くださったたくさんの方々に感謝を申 し上げたい。

韓国研修旅行 を終えて

信州大学人文学部4年 前澤美樹(闘 本記教轡学奪攻)

1.旅 行の 目的 と意義

 この旅行 は 日本語教育実習 とい う大きな 目的があった。今年度前期 に本校 の留学生

セ ンターにお世話にな り日本語教育実習を行なった。並行 して韓国での実習にむけて

自主ゼ ミを重ね実習案 を立ててきた。教壇 実習経験ができ、さらに、カ トリック大学

校 の先生方や学生たちに日本語教育の現状を うかが う機会が与え られ たことを感謝 し

ている。また、韓国人学生 、韓国の人々との交流 とい う目的 もあった。 同年代の韓国
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人学生 との交流 によって刺激 を うけた り、お互いの考 えを体や ことばをおおいに用い

てわか りあえた ら、 とい う期待に満ちていた。ホームステイや市内観光では さまざま

な韓国入 と接する機会 があるだろ うか ら、つねに 「相互行為」を意識す る姿勢 を持 ち、

そのよ うな小 さな出会い も大事にできた ら、 とも思っていた。

2.学 生 との交流 と実習

 滞在期間の前半 に学生達 と交流 し、後半に教壇実習があった。前半はスピーチコン

テス トや授業を見学す ることができた。そ して韓国人パー トナー と市内観光 ・ホーム

ステイ があ り、学生達 とお互いに馴れ、気分転換 を したところで実習 をした。実習に

ついてはここではあま りふれないが、「ハ ラハ ラ ドキ ドキ」し通 しであった。事前にあ

わて るこ とが多かった り、学生の レベルが思っていた より高かった、等の予想外の事

態への対処ができない 自分に とて も幻滅 したのであった。ただ学生達が好意的に私達

を受け とめて くれた ことが救 いだった。

 学生 との交流は仁川空港 に到着 したときか ら始 まった。先生方や学生数人が迎 えに

来て、車までご用意 くだ さっていた。構内の研修院 とい う宿泊施設に泊 まったのだが、

期間 中隣の部屋には韓国人学生 も泊 り込んで私達のマネー ジャーの ように動 いて くだ

さった。 朝早 くか ら夜遅 くまで、客の私達 をもてな し、 くつろがせ、世話をす るのを

心か ら喜んで行なって くだ さり、頭が下がる思いであった。食事の ときも必ず リー ダ

ー の柳 さんをは じめとす るスタッフの学生が付 き、ともに話す機会がた くさんあった。

韓 国の街 並み、ことば、食べ物、学校、恋愛等々、すべてが異文化で興味深 かったた

め、話題 に絶 えなかった。彼 らは私達 のわか らないことを 日本語で教えるとい う高い

日本語運用能力 をもっている学生たちだった。 レベルの差 はあるとはいえ、臆す るこ

とな く日本語 を話そ うとしていたのは全学生に一致す ることだろ う。

 実習が第1の 目的だ と考えていたのだが、学生 との 日々の交流が私の思い出の大半

を占めてい る。 国や文化 を超 えて交わる とき 「ことば」 とい うものはとても便利で、

効率的で あることを思 う。今 回 「日本語」 を通 じて コミュニケーシ ョンを したが、 こ

とばが通 じる とい うのはお互いにとて も楽 しかった。 ではそこまでの運用能力のない

学生 との交流 はどうだったか とい うと、辞書をひ き、メモ とペンを使い、身振 り手振

りを加 え、お互いに 「わかってほしい」 「わか りたい」 とい う気持 ちがあった。言語伝

達 の基本的 な動機 とな りうるこの気持 ちこそ、 「もっと上手になってコ ミュニケー ト

できるよ うにな りたい」 とい う気持 ちへ とつながるものだろ う。最終 日、多 くの韓国

人学生が 「もっ と日本語を うま く話 したいです。」といっていたことが とても印象的で

ある。

3,市 内観光 と日本人のわた し
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 ソウル市 内を 日本人学生3人 韓国人パー トナー3人 と歩いた。地下鉄に もバスにも

乗 り、屋台 もファミリー レス トランもデパー トも体験 した。買い物 を一緒 にす ること

で物の値段の高い ・安 いは値段その ものではな くて、割にあっているかがポイン トで

ある ことがわかった。 日本人 が好む もの は割高であったが、そのなかで も伝 統喫茶

(3,500W～4,500Wく らい)は3人 くちをそろえて 「高い!」 と言い、さらに私の飲

んだ 「よもぎ茶」を 「おい しくない。」 とも言 った。それからは彼女たちに 「これ って

高い?安 い?」 と聞いて現地の感覚で買い物 をす ることを試みた。 しか しあま りに私

が悩み、ケチ るため、パー トナーのイ ・チースクに 「(お金がないようだけど)大 丈夫?」

と聞かれ て しまった。服や香水、ア クセサ リーなどは 日本の価格 と変わ らないが、地

下鉄が700ウ ォンほ ど、タクシーが2000ウ ォンほ どで乗れ るこ とには驚いた。道理

で大学にタクシーが入って くるわけだ、 とタクシーで駅か ら学校 に向かいなが ら納得

したのであった。

 パー トナー たちのおかげでまるで自分が韓国人になった ように自由に動 けた。屋台

のお ばさん もデパー トのお姉 さんも私達の ことを黙 っていれば 日本人だ とはわか らな

い、 と言っていたが、私は韓国人 と思われてなんだか うれ しい気持 ちにな る自分に気

がついた。欧米人か らみた ら日本人 も韓国人 も中国人 も区別がつかないことはよく聞

くが、以前はそれがいやだった。それぞれ言語が異なるように見ためも異なるはずだ、

と自分 に言 い聞かせていたのである。 しか し、今 、私達は 「アジア人」であ り、友で

あ り、同 じ時間を生きていることを思い、 うれ しい気持ちになる。交流の うちで数々

の温かな思い出が生まれ、 この よ うな小 さな気持ちの変化 もいくっか生 まれ た。カ ト

リック大学のみなさんの もてな し、接 しかた、笑顔、 など学ぶ ことがたくさんあ り、

こんなに真剣 に人のために尽 くした ことが最近の私 にあっただろ うか、 と内省 し、恥

じ入 るばか りであった。 自分の生 き方 にまで踏み こんでくる旅行であった、 と言 うの

は決 して大げ さではないと思 う。 当初の 目的 を果た しつつ、 さらにすば らしい友や思

い出 を与え られたことを心から感謝 している。

韓国研修旅行 を終 えて

信州大学3年 平野涼子 (日本語教育学馨攻)

 仁川空港 で到着 した乗客 を出迎 える人々の中に 『カ トリック大学へ ようこそ』 と大

き く書かれ た垂幕 が見えた。 とたんに私は、本当に韓 国へ来たんだ とい う気が した。

それ と同時 にこれか らカ トリック大学校での一週間の不安 と期待が膨 らんで きた。

 今回の研修旅行 にあた って私は2点 の 目標 を自分に対 して作っていた。1点 目は

カ トリック大学校で行 われてい る日本語教育の現場 を見て どのよ うな教室運営が行わ
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れているのかを自分 自身の 目で見ること。そ して、学生が 日本語教育に対 して何 を求

めているのかを探 るこ とである。

 2点 目は、異文化を一週間思 う存分に肌で感 じることである。韓国 とい う日本 とは異

なる文化を持 った国で一週間だが生活できる貴重な機会である。私な りに韓国の文化、

習慣 、人々様 々なものに積極的に触れていきたい と思った。

 これ ら2点 の 目標 は、大体 自分で も満足できる程度に達成できた と感 じている。 し

か し、期待 以上の収穫を今回の研修は私に与えてくれた。 それは、カ トリック大学校

の学生向けに開講 された講演会 に参加できた ことである。 その講演は、 日本 の大衆文

化の解放 についてのものであった。私 はこれまで 日本 の大衆文化の解放につ いて 日本

人の視点か らで しか考えていなかった。 しか し、この講演では、 日本 の大衆文化 の解

放 にっいて初 めて韓国側 の視点にたった話 が聞 くこ とが出来た。無意識の うちに、私

は 自分の視点か ら物事 を把握 しようとしていたので ある。また、 日本文化の韓国への

解放は、同時に韓 国の文化 も今 まで以上に 日本へ解放 され ることが予測 され る。 これ

は当然 のことであるが意外にあま り深 くは考 えられていないのではないだろ うか。

 異なる文化 を持つ もの同士 と交流す るときには、相手の視点にた った考え方が どれ

だけ出来るか とい うが重要になってくるのではないだろ うか。そのためには、まずは

相手の文化、習慣 な どを認 め理解 しようとす る気持 ちが必要になって くるだろ う。私

は、毎 日が驚 きの連続でそこまでは至 らなかったか もしれない。 これは、次回への課

題 としなけれ ばいけない。

 今回の研修 で私は これ らのことを本当に痛感 したのである。それ は姜先生をは じめ

とす るカ トリック大学校 のみな さんの温かい歓迎か らも感 じることが出来た。

 今回の研修 は私にす ば らしい経験 とた くさんの友人を与 えてくれた。 この ような交

流がこれか らも続いてい くことを心か ら願 っている。

実 り多き韓 国1週 間

信州大学 人文学 部3年 翼間美奈 子(日 本語教育学馨攻)

 以前か ら行 きたい と思い続 けていた韓国へ、大学間交流 とい う形 で実現す るとは、

自分 にとって とても幸運 であった。観光で訪れていた ら、韓国の人 々 との触れ合いは

それ程持てないだろ うし、家庭 にも訪問す ることはできなかったはずである。今回の

韓国訪問を 日本語教育 とい う視点 と、それ以外 の視点か ら振 り返 りたい。

話題 ニーズは何か

 私 たち2・3年 生は、カ トリック大学校の学生4～5人 と1人 ずっ 自己紹介を しな

が ら自由に話 をす る 「フ リー トー キング」の実習を させていただいた。事前準備 とし
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て沖先生か らは、相手の知 りたい ことは何か を考 えて題材 を用意 してい くよ うに との

指示があった。 なかなかいい考 えが浮かばないまま私は、高校時代 のクラブ活動で使

用 した華道のテキス トを持っていった。結果か ら言 うと、これ は全 くの選択 ミスであ

った。 フ リー トーキングを進 めてい くと、大学の生活や今現在 の私 たちの身近な話題

で盛 り上 がった。特別な ことよ りも普通に友達 と話す よ うな話題の方が、 自分 も楽 し

く、相手 も求 めているように感 じた。また、実習以外 のところで話題 となったことに、

日本への留学事情がある。カ トリック大学校の学生のみなさんは、 日本への短期 ある

いは長期 留学 を視野に入れてい る人が多 く、その情報を求め られた。 自分が持 ってい

る知識や知人 の留学生を参考に答 えたが、十分 とはいえなかった。 日本 における日本

語教育の実状 の把握 も必要なこ とであると痛切 に感 じた。

 言語を教 える教師は、その国や地域 の文化の窓 口であると考えている。学習者 は、

教師の話す ことばや情報に、かな りの影響を受けてい く。 日本語教師を 目指す者 とし

ては、各 学習者 の求める情報の分析や 、その正確 な情報 の提供 も心がけなくてはな ら

ない。今 回はあま り分析 も情報収集 も していかなかったので、反省すべ き点である。

自分 の 日本語 内省

 今回の研 修で私 が目標 として あげたのが、学習者 の心理的な面への配慮である。 こ

れ は、私個人の トラウマ とも言 える経験 か ら出た考えである。学習 中の言語でコ ミュ

ニケーシ ョンを図るとい うことは、 ものす ごい集中力 を要 し、特に初級の人には、ス

トレスにもなるのではないか と考 える。 もちろん、そこには喜び もあるのだが、長時

間その集 中力 を保っのは容易で はない。今回のよ うな交流 においては、人 と人 の出合

い触れ合い である。 日本語母語話者側 も相互理解のために、出来 る限 りの配慮 が必要

ではないか と思 う。初級者には負担を軽 くす る、上級者には自然な話 し方、な どレベ

ル にあった発話の配慮 をす る必要 を心がけ ようとした。実際 には、つい難解な言いま

わ しをした り、変に意識 した りしたが、スピーチコン トロールの意識 は身に付いた。

 1週 間 とい う長い間、 しか も泊ま り込みで私たちの相手を して くだ さったカ トリッ

ク大学校 のみな さんは、疲れていて も朝の頭のぼんや りしているときも、いつ も日本

語 でにこや かに話 しかけ、受 け答えをしてくださった。専敬 している。

韓国の食事 ・街並み ・その他

 今 回、韓 国の様々な代表料理 を味わ うことができ、 とて もうれ しかった。 カ トリッ

ク大学校 の もてな しに感謝す るばか りであ る。 日本 と韓国の文化は似 てい るよ うで、

少な くとも料理 にっいてはかな り違 うのではないか と思 う。素材 は大体同 じでも味付

けや料理法 は、別々の道 を歩んでいるなあと感 じた。私 は和食があま り好 きではない。

韓国の人の中に も辛いものが苦手な人が絶対いるはずだ!と 思 って、院生のイ さんに
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聞いてみ たが、まずいないだろ うとの こと。本当だろ うか?信 じがたい。

 知 らない街 に行 った ら、その街並み をぶ らぶ ら歩 くのが私は好きである。今回はあ

ま り自由に歩 き回る とい う機会はなかったが、市 内見学な どで見た街並みは、 日本 に

似 てい るよ うでや は りどこか違 うものを感 じた。長野で生まれ育 った私 には、高層 の

アパー トが並ぶ景色は驚きで もあったが、郊外の畑 の風景は長野その ものといえるほ

どで あった。 また、家の素材 が、 レンガや石 であるとい う点も想像 とは違っていた。

最後 に

 1997年 に私が ドイツへ行ったとき、たくさんの韓国の大学生に出合った。そ の時、

韓国の学生が 日本の文化に関心が高 く、また 日本の ことをよく知っていることを知っ

た。 また、韓国では学校で、外国語習得の選択肢 として英語などと並んで 日本語 を勉

強す るこ とができると聞いて驚いた。 そこで知 り合った ドイツ語 を選択 して きた学生

もほ とん どが 日本語の簡単な知識 を持っていた。そ こには、経済な ど現実的な理 由が

あるのか も しれないが、韓国が 日本に向けている熱 い視線の一方、(当 時の)日 本はほ

とん ど韓 国について無関心であった。 私 自身 も、それ まで韓国にっいてほ とん ど無知

であったこ とを恥ずか しく思 った。

 その後 、帰国 してか ら私は韓国語 を習い始めた。その時の先生が、当時信大人文学

部院生の留学生であった。彼 女は、 日本語 と韓国語 を熟知 してお り、教 え方 も的確で

あった。彼女か ら大学や 日本語教育学な どの話を聞 くうちに、編入 の二文字が私の前

にち らっき、現在 に至 ってい るわけである。韓国語 レッスンか ら始まった私 の大学生

活、そ してカ トリック大学校 との交流へ とつながったことは不思議な縁である。カ ト

リック大学校 にも私 のよ うに社会人か ら編入 した人や、働 きなが ら勉強 している人 も

いて心強 くなった。

 韓国での1週 間は、 とて も楽 しく充実 した ものであった。カ トリック大学校 の先生

方、学生のみな さんには心か ら感謝の意 を表 したい。そ して、この交流 が長 く続 くた

めに、私た ちにも何 ができるのか考 え、実行 したい。カ トリック大学校 、信州 大学両

校 で築 き上げてい く交流を 目指 して基盤 づ くりを していきたい。

韓国研修旅行 を終 えて

信州大学人文学部 豊年 門脇恵利子(日 本語教 育学奪攻)

 10月28日 、私は期待半分不安半分の複雑 な気持ちで名古屋空港か らソウルの仁

川空港 に飛 んだ。 この研修旅行 が決 まってから勉強会 として2回 ほ ど集ま り、それぞ
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れが調べ てきた韓 国の歴史 ・文化 ・生活な どについて話 し合 った。 その中では 日本人

として避 けてはいけない、 日本の韓国に対す る侵略 などについても触れ られた。彼 ら

は 「日本人」 に対 して どうい う感情を持っているのだろ う、私は どう接 していけばい

いのだろ う。 この ことは 日本国内にいる問には私 自身、結局結論が出ないままであっ

た。そんな気持 ちのままでや ってきた韓国では、や さ しく迎えて くだ さったカ トリッ

ク大学校 の皆 さんに対 して 自分を どう出せばいいのかわか らずに、始めは戸惑ってば

か りいた。何 を話 した らいいのかわか らない、初めの頃は、 日本 にいる ときに 目標 と

していた 「心を開いて」 とい うことがなかなかできていなかった ように思 う。後で気

づいたのだが、 自分が心を開いていないの に違和感 なく うま くい くとい うことなんか

あ りえない話である。 自分 とい うものを見せず には相手 と近 くはなれない とい うこと

を今回の ことで強 く実感 した。不安だ らけであった 自己紹介も兼ねたフ リー トー クも、

とて も楽 しく行 うことができた。

 韓国訪問で楽 しみに していたことは、生の 日本語教育の授業見学 と、私 たちのため

に開いて くだ さった 「韓 国語講座」である。 「韓国語講座」は3回 の授業だったのだが、

もっとや りたかった とい う気持 ちでいっぱいだった。韓国に来 るまで、 「こんにちは」

ぐらい しか言 えなか ったが、先生のお蔭で簡単な自己紹介ができるまでになった。ホ

ー ムステイ先のお父様 とお母様 に ドキ ドキ しなが ら挨拶 したことは一生忘れ ないだろ

う。韓国語 ・ハングル については これか らも勉強 していきたい と思っている。

 日本語教育の授業見学では、海外で 日本語が実際 どのように教 えられているのかを

見ることができて、本 当に貴重な体験 を した。生徒が楽 しんで授業を していることが

見ていてもわかる、そんな授業だった。いつか私 もそ うな りたい と強 く思った。

 最後に この一週間いつ も感 じていた ことは、カン先生 をは じめ とす るカ トリック大

学校 の先生方や学生の皆 さんの心遣いである。 この場をか りて心か らお礼 を中 し上げ

たい。本 当にあ りが とうございま した。そ して このような機会を与 えて くだ さった沖

先生、い ろんなことで支えて助 けて くだ さった先輩方に心か ら感謝 申し上げます。

韓国観修 旅行 を振 り返 って

信州大学人文学部2難 陶出真理子 (日本語教 育学専攻)

 今回の韓 国研修旅行に参加す るにあたって、「心を開き、礼をつ くして交流す る」と

い う最大の 目標 とともに、私 自身の 目的を3つ 立てた。ひ とつは 日本語教育の現場を

みて 日本語教 師 とい うものを再認識す ることである。今 まで本や テ レビで しか 日本語

教師をみた ことがなかった私に とって、 この研修は本当によい機会を与 えられた とい

える。二つ 目はできるだけ韓国語 を話す ことである。 日本語教育の研修であることを
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前提に して、玄年か ら始めた韓国語 のカを試 してみたい と考えた。そ して三つ 目は食

文化を中心 に 日常の韓国をみ ることである。 これ らの 目的をもってついに韓 国に出発

す る日をむか えた。

 朝まだ外 が暗いなか起 きて大学の集合場所に向かっても、名古屋空港に着いて もこ

れか ら韓 国に行 くとい う実感がなかった。空港や機内で韓国語 を見た りアナ ウンスを

聞いていてよ うや くいよいよ、 とい う気持 ちになった。それでも飛行機 に乗ってわず

か2時 間弱 で仁川空港 に着いた ときは喜びや期待 とともに、一方で韓国に来たんだな

あとまだ信 じられないでいた。韓国にいる間私 には常に この二っの気持ちがあったが、

一週間の中で さまざまなことを見て
、そ して感 じた。

 二 日目に行われたス ピーチ コンテス トでは、"私 の性格"や"私 の大学生活"、"夢 に

対す る姿勢"な どと題 された話 を聞いていて、韓 国人学生が どのよ うなことを考 えて

い るのか を知ることができた。それ は自分 と同年代 の、共感できる内容がい くつ もあ

った。 また話の ところどころに、 こんな 日本語 も知っているのか、 とい う言葉や表現

があって驚 いた。 それは同時に、私 はまだ韓国語 で今のよ うなこ とは言えない、 と思

わずにはい られ ない ときでもあった。四 日目か ら五 日目の午後まで与え られた 自由行

動では、私 とパー トナーの ヒョンジョン、前澤 さん、三間さんとそのパー トナーの6

人で ソウル市内の観光 と買い物 を楽 しんだ。地下鉄に乗ることか ら始ま り、景福宮 と

国立民俗博物館 を見て まわった。国立民俗博物館 ではパー トナー3人 が展示品の一っ

一つを説明 して くれ
、また昼食 は海苔巻やチヂ ミ、キムチなどを持 ち寄って くれてい

た。久 しぶ りに遠足の ときのよ うな気分で、いろいろおい しいものを食べた今回の旅

行の中でも思い出に残 る食事だった。仁 寺銅、明銅ではヒョンジ ョンと腕 を組んで買

い物を した。韓国では夜中で もシ ョッピングモールや屋台に活気があった。 ヒョンジ

ョンの家 でのホームステイでは、 ご両親 と時間が合わずお会いすることができず残念

だったが、ふ た りで朝 ごはんを用意 したことは私が 目的 としていた韓国の 日常に少 し

触れ ることができてよかった。

 時計の針 は一定であるはず なのに、私が韓国で過 ご した一週間は本 当に楽 しくて充

実 していた分 、あっ とい う間に過ぎて しまった。最初は韓国に着いたとい う実感が持

てなかったが、それが送別会では明 日帰国 とい うことを前に韓国で過 ご した一週間を

整理す るのが難 しかった。た くさんの出会い と出来事の中で多 くのことを学び、得る

ものが あった と確信 してい る。今度 カ トリック大学校 を訪れ るときには、今回よ りさ

らに関係 を深 めるために、もっ と目本語 を勉強す るとともに韓国語 も身につ けておき

たい。最後に私たちを心か ら迎え入れて下 さった姜先生をは じめ とす るカ トリック大

学校 の先生方、毎 日研 修院に泊まってサポー トして くれた学生の皆 さん、またこの よ
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うなす ば らしい機会を与 えて下さった沖先生に今一度感謝いた します。

韓国を訪れた感想

信 州大学人文学部2年 矢鴎直子 (團本語教言学専攻)

 韓国を訪れ たのは今回が初 めてで、行 く前 はとても緊張 していま した。 どんな風に

迎え入れていただ けるのか、また 自分 がどの ように見られ るのか とても不安で した。カ

トリック大学校の先生方、生徒の皆 さんに本 当に温 かく迎 えられ 、二 日、三 日と経っ

うちにず っ とここで過 ごしてい るように安心 して くつろげるよ うになっていま した。

それはなに よ りカ トリック大学校 の方々の細かい気配 り、優 しさが感 じられ る行動の

おかげだった と感 じます。

 今回私が残念 に思ったことは、 自分がまった く韓 国語を知 らずに行って しまった こ

とで した。ほんの少 しで も日本で勉強す るべ きだった ととても反省 しています。特にそ

れ を強 く感 じたのはホームステイ を した ときで した。ホームステイ先で本 当に親切に

していただいていろいろお礼を言いたいのに、お礼の言葉 を一つ しか知 らないためと

ても歯がゆい思いを しま した。この経験から文化だけでなく、その国の言葉 を知 ること

はとても大事だ と心か ら思いました。

 先生方の授 業を見学 させていただいたこ とや、カ トリック大学校 の皆 さん と触れ合

う中で、現在 自分 の勉 強 していることがなぜ必要か、また どんなに大切かを学ぶこと

ができま した。本 当は 日本で もそれをわかってや っていたつ もりだったのですが、 日

本語の意味 な どで うまく説明できなかった とい う体験を して、初 めて実感できたよ う

に思います。それは私が今 まで外国へ行き、国際交流 とい うものを したことがなか っ

たためで もあ り、実際に体験す る必要 を感 じま した。

 たった一週間だったのですが、韓国にいる間や帰 ってきてか らも様々なことを感 じ、

考え、学ぶ ことができた ように思い ます。また来年 も行 くつも りでい るのです が、今

回仲 良くなった人たちに恥ずか しくないよ う変われ るといいな、と思っています。『再

会』の楽 しみがあるとい うことは、国際交流 に とっても、また個人のつなが りにも大

切なことなので一生 『再会』が続 くような関係 に していきたいです。
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